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編
集
後
記

▼
平
成
十
五
年
四
月
三
十
日
に
遷
化
さ
れ
た
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研

究
所
（
現
宗
研
）
元
所
長
中
濃
教
篤
師
の
蔵
書
・
資
料
な
ど
が
、

法
嗣
中
濃
教
純
師
か
ら
現
宗
研
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
膨
大
な
数

量
で
、
整
理
の
都
合
も
あ
り
、
本
号
で
は
約
半
分
の
蔵
書
・
資
料

名
を
記
載
し
、
次
号
で
残
り
半
分
の
蔵
書
・
資
料
名
を
記
載
し
ま

す
。
資
料
の
中
に
は
、
宗
教
関
係
の
他
、
政
治
・
社
会
な
ど
の
活

動
生
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
未
整
理
の
状
態
で
袋
詰
め
し

て
あ
り
ま
す
。
書
簡
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
蓮
宗
に
限
ら
ず
、
戦

後
史
の
資
料
と
し
て
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
研
究
目
的
で
の
閲

覧
な
ど
に
応
じ
ま
す
の
で
、
現
宗
研
に
ご
一
報
下
さ
い
。

▼
長
谷
川
眞
理
子
氏
講
演
録
は
、
斬
新
な
切
り
口
か
ら
の
分
析
で

す
。
川

泰
資
氏
講
演
録
は
、
長
年
創
価
学
会
に
関
す
る
見
解
を

披
瀝
さ
れ
て
き
た
延
長
線
上
の
所
論
で
、
傾
聴
す
べ
き
も
の
で

す
。

▼
庵
谷
行
亨
師
論
文
は
、
布
教
現
場
の
教
師
に
す
ぐ
役
立
つ
こ
と

を
求
め
る
大
阪
府
三
島
宗
務
所
脇
田
寿
久
所
長
の
願
い
で
昨
年
か

ら
開
催
し
て
い
る
教
化
学
研
究
集
会
の
第
二
回
目
講
演
の
内
容
で

す
。（
な
お
、
平
成
十
六
年
度
は
、
秋
田
県
宗
務
所
で
も
、
教
師

研
修
会
を
兼
ね
た
教
化
学
研
究
集
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
｜
｜
現

宗
研
主
任
伊
藤
立
教
師
講
演
「
新
宗
教
お
よ
び
新
・
新
宗
教
の
実

態
と
日
蓮
宗
の
対
策
」。）

▼
研
究
ノ
ー
ト
は
、
研
究
員
五
師
・
嘱
託
二
師
・
主
任
原
稿
で

す
。
教
学
の
現
代
化
に
関
わ
る
教
化
学
の
確
立
を
目
指
す
現
宗
研

と
し
て
、
様
々
な
方
向
か
ら
の
取
り
組
み
を
研
究
し
ま
す
。

▼
ミ
ニ
講
演
は
、
調
査
研
究
分
担
の
う
ち
の
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
取
り
組
む
新
宗
教
調
査
研
究
の
参
考
に
、
日
蓮
正

宗
系
団
体
に
造
詣
の
深
い
四
氏
を
招
い
て
、
毎
回
約
二
時
間
の
講

演
・
質
疑
応
答
を
お
こ
な
っ
た
記
録
で
す
。

▼
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
は
、

現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム

教
団
・
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

現
代
社
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
う
ち
、
報
告
が
あ
が
っ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
収
録
し
ま
し
た
。

▼
調
査
報
告
は
、
現
地
調
査
を
ふ
ま
え
て
の
報
告
で
す
。

▼
寄
稿
は
、
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議
で
の
発
表
を
有
本
智
心
師

が
、
女
性
教
師
の
荒
行
推
進
の
持
論
を
草
野
弘
有
師
が
、
そ
れ
ぞ

れ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
中
央
教
化
研
究
会
議
報
告
は
、
本
年
度
中
央
教
研
の
報
告
で
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す
。

▼
研
究
資
料
は
、
冒
頭
に
記
し
た
通
り
の
故
中
濃
教
篤
師
所
蔵
書

籍
・
資
料
「
中
濃
教
篤
文
庫
」
の
ご
紹
介
で
す
。「
石
川
教
張

コ
ー
ナ
ー
」
は
、
中
濃
教
篤
師
よ
り
丸
一
年
前
の
平
成
十
四
年
四

月
二
十
四
日
急
逝
の
現
宗
研
元
所
長
石
川
教
張
師
著
書
を
、
令
夫

人
石
川
千
代
氏
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
現
宗
研
事
務
所
内
に

一
角
を
設
け
て
、
手
軽
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

▼
そ
の
他
、
現
宗
研
に
関
す
る
平
成
十
六
年
度
を
収
録
し
ま
し

た
。

▼
平
成
十
六
年
は
、
異
常
な
猛
暑
、
十
台
風
の
上
陸
（
史
上
最

多
）、
新
潟
県
中
越
地
震
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
、
豪
雪
な

ど
、
自
然
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
立
正
安
国
論
」
当
時

に
な
ぞ
ら
え
て
宗
教
的
不
安
を
あ
お
る
新
宗
教
団
体
が
あ
り
ま
す

が
、
日
蓮
聖
人
は
、
人
身
の
乱
れ
の
奥
に
、
下
種
即
脱
の
果
報
を

見
抜
き
、
防
非
止
悪
の
大
慈
悲
か
ら
、
折
伏
布
教
を
実
践
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
七
百
五
十
年
、
正
法
に
似
て
非
な
る
団
体
も
含
め
れ

ば
、
お
題
目
は
相
当
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
反
社
会
性
や
反
仏
教

性
と
い
う
問
題
が
な
い
限
り
、
日
蓮
系
教
団
が
小
異
を
捨
て
て
大

同
団
結
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
蓮

宗
が
中
核
と
な
る
自
覚
と
見
識
を
持
ち
、
率
先
し
て
広
宣
流
布
に

あ
た
る
べ
き
で
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
教
化
学
の
確
立
が

急
が
れ
ま
す
。
こ
の
研
究
紀
要
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
三
十
九
号

が
、
四
海
帰
妙
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
故
中
濃
教
篤
・
石

川
教
張
両
所
長
の
現
宗
研
へ
の
思
い
を
添
え
て
、
世
に
送
り
出
し

ま
す
。
合
掌

（
主
任
伊
藤
立
教
記
）


